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毎年秋に募集する苗木支援や交付金、当会支部が実施する植樹事業等で、

令和３年度は県内１２６カ所に３，４００本の苗木が植樹されました。 

天皇陛下ご下賜金と高知北ライオンズクラブ

からの寄付により、ヤマザクラ８本を体育館

近くの歩道沿いに植樹しました。 

1 月 22 日（土） 

津野町船戸地区のシンボルとなる里山づくり

として、地区住民ら 22 名が参加し、桜やイロ

ハモミジなど 200 本を植樹しました。 

2 月 27 日（日） 

日本一の清流仁淀川の水源涵養機能を高める

ため、仁淀川流域の関係者や一般参加者 75 名

が参加し広葉樹 1,000 本を植樹しました。 

11 月 7 日（日） 

２ 森と緑の会だより 2022 春号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各市町村には林業関係の課に当会の支部が設置されています。2 月 27 日（日）に中土

佐町支部（中土佐町農林水産課）との共催で植樹イベントを行いました。 

中土佐町は南海地震による津波などの

災害に備えて役場、消防署、保育所を高台

に移転しました。その工事に伴って伐採し

た山の斜面に、住民からの要望により春に

花の咲くハナモモ 80 本を植樹しました。 

美しい景観で町内外の人を迎えたい、ま

た災害時の避難場所を日頃から住民の憩

いの場としたいという想いが込められて

います。今回はコロナウイルス感染防止の

観点から参加者を中土佐町在住の方に限

定し、住民や役場関係者等 61 名が参加し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の山口奈津子さん（高知県水源林育

成士）より、森の働きや森林保全の必要性

について、紙芝居を使ってお話ししていた

だきました。きちんと整備された山の地面

にはお日さまの光が届き、草木が生え、

木々が深く根を伸ばすから土砂災害が起

きにくくなることや、枯れた葉っぱなどが

集まったフカフカの土は微生物や虫など

の住みかとなり、その栄養をたっぷり含ん

だ水が川に流れ、その水で美味しいお米が

育つこと、山の水が海を豊かにするから大 

好きなお寿司が食べられることを子ども

たちに伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口さんから子どもたちに「おうちに帰

って家族の人と一緒に年輪を数えてみて

ね」とヒノキの輪切りがプレゼントされ、

子どもたちは大喜びでした。年輪を見ると

成長幅が大きく違うことがあります。その

年に遡ると大きな気候の変化が起きてい

たなど、木にはその土地の歴史が刻まれて

いるというお話しを参加者は興味深く聞

いていました。 

 

 

 

 

 

 

●良い体験ができました。ハナモモの成長が楽し

みです。●未来が楽しみになるワクワクしたイベ

ントを親子で体験でき思い出になりました。●山

口さんのお話しが勉強になりました。「森は海の恋

人」を伝えてください！ 

講師の山口奈津子さん 

参加者が木のプレートに

願いを書いて、苗木に結び

ました。 

「大輪の花を咲かせて、

中 土 佐 町 を 見 守 っ て

ね！」 
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森林ボランティアは間伐や下草刈りな

どの整備を行い、森が本来持つ機能を発揮

できるように森林保全活動に取り組んで

います。現在、県内で活動するボランティ

アは 60 代から 70 代が中心のため、新た

な人にボランティアに参加してもらう機

会として、当会日高村支部と共催で養成講

座を実施しました。全 6 回のチェーンソ

ー・刈払機の安全講習や間伐実習等に 14

名が参加しました。 

身近な里山を利用して山との関わりや

森林資源の大切さを伝えることを目的に、

四万十町観光協会との共催で、ヒノキの間

伐材を活用したツリーハウスを制作しま

した。 

10 月 31 日（日）にはヒノキの皮剝ぎ

体験を行い、14 名が参加しました。県内

で 150 棟以上のツリーハウスを制作した

浜氏拡さん（アジロ山の自然と環境を守る

会 副代表）から木材活用が森林保全とな

ることやヒノキの特徴、ツリーハウス制作

工程などについて説明を受けました。 

10 月から 2 月にかけてボランティアの

べ 86 名が参加し、ツリーハウスを完成さ

せました。 

令和 4 年も森林ボランティア養成講座を予定しています。

詳細については、ホームページで告知します。 

参加者の声：皮剝ぎ体験がとても楽しかったです。素人

でもできて、達成感を味わえました。 

樹木医の指導を受け、県立歴史民俗資料館の桜の胴

吹き枝や枯れ枝の除去を行います。地域の桜の手入れ

の参考にもなりますので、是非ご参加ください。 

日時：令和 4 年 6 月 5 日（日）9 時から 16 時 

   ※小雨決行 6 月 7 日（火）予備日 

詳しくは、ホームページ「イベント情報」をご覧ください。 

胴吹き枝 
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11 月 6 日（土）と 7 日（日）、四万十市

西土佐で農山村に暮らす若者が身近な山

や森に関心を持ち、移住者が地域に溶け込

むきっかけ作りとして、薪割りや草刈り体

験を通した交流が一泊二日で行われまし

た。主に高知県と愛媛県から地域おこし協

力隊や青年団、日頃から地域に関わってい

る方々などが参加し、山での作業技術を身

につけるとともに、生活に関わる林業につ

いて関心を深めました。 

１日目は地域活動の事例を発表し、自伐

型林業の魅力と可能性をテーマに講師の

話しを聞いて里山との関わりや林業の知

識を学びました。その後、薪割り機や草刈

機を使って実践を行い、薪の活用例として

移動式軽トラサウナを体験しました。これ 

には講師の宮崎聖さんが今まで行ってき

た、木工、薪ストーブ、薪発電、ドラム缶

風呂、被災地での活動、学校での防災学習

などの全てが活かされています。 

高齢化や経済的理由で担い手不足とさ

れる林業ですが、幅広く生活に活かすこと

ができ、アイディア次第で林業の可能性は

広がることが分かりました。 

2 日目は青年団や地域おこし協力隊を

中心に今後について話し合い、2 日間を通

して林業に親しみ、考える機会となりまし

た。 

 

薪割り体験で割った生木は半年間乾燥させると薪とし

て使えるそうです。草刈りに適した装備や草の刈り方、

危険な事例などについて、講師から指導を受け周辺の

草刈りを行いました。 

 

青年世代を地域環境の守り手として育成し繋げていく

この活動が継続、発展することを願っています。 

令和４年度こうち山の日推進推進 

事業費補助金のご案内 

募集締切 ５月２０日（金）消印有効 
２次募集を行う場合はホームページで告知します。 

交付決定日から 2023年 1月末まで

末まで ※募集の詳細は、当会のホームページでご確認ください。 

事業期間 

高知県の豊かな森林を次代に引き継いでいくため、「こうち山の日（11 日

11 日）」制定の趣旨に沿った普及啓発に取り組む活動を支援しています。

令和 3 年度はコロナウイルス感染症対策を講じて 20 事業が実施され、の

べ 2,455 名が参加しました。 

ヂノモノ・ヨソモノ実践ミーティング～MAKIWARI＆KUSAKARI～ 
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保育園・幼稚園、学校などに「山の一日先生」を派遣して森林環境学習を行っていま

す。令和 3 年度は 4 団体がこの事業を活用して講師を派遣し、4,848 名の子どもたちが

森林環境学習や体験学習をしました。 

８月４日（水）、一ツ橋小学校放課後

児 童 クラブきのこにて、平子真治先生

（HIRAKO Lab ヒラコラボ）による山の

一日先生の学習プログラムを実施しまし

た。 
 

６才から 10 才の 19

名の児童が参加しまし

た。丸太の玉切り（長さ

20 ㎝ほどに切り揃えた

丸太）を見せて、その丸

太からどんな印象を感

じるかを自由に発表し

てもらいました。そし

て、木が割れている様 

子や木の表面、太さ、年輪などの質問を受

けながら木や森の話しをしました。 

この木が伐られた時の森がどんな様子

だったのかを「明るい森」と「暗い森」の

写真を見せてどちらか選ぶクイズをしま

した。暗い森が正解だと知って驚く子ども

たちが多かったです。そして、太陽の光に 

よって木が太く成長することや人工林は

人が手入れをしないと暗い森になってし

まうことを伝えました。 
 

まずは、輪切りした木をハンマーで割

り、木の欠けらを作って見せ、一つ一つ違

う形から自分だけの宝物にしたい木を選

んでもらいました。そして、木を削る音や

香り、手触りなど木育の大切な要素である

五感を使って木の変化を感じてもらいな

がら、紙やすりで表面を削り、磨き仕上げ

る作業をしました。 

最後に、木の欠けらの木目から木の年齢

や森の状態がわかることを知ってもらい、

学習を終えました。 

「身近な自然に親しむ」、「森林の働きを知る」、「森林資源の活

用」、「山・川・海のつながり」、「地球温暖化・エネルギー」に分

類された 30 のプログラムを当会ホームページでご覧いただけ

ます。山の一日先生との学習や森林イベントなど、森林環境学習

の企画にご活用ください！ 

https://www.moritomidori.com/business/yama_gakusyu_program.html 
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地域住民や森林所有者らが協力して行う里山林の保全、森林資源の利活用などの取り組

みを支援しています。令和 3 年度は 43 団体が県内各地で活動を行いました。 

高齢化の進む中山間地域で、平成 25 年

に若手移住者と地元の 60 代以上のベテラ

ン世代により活動組織を結成し（現在構成

員 8 名）、炭焼きを通して持続的な山林資

源の利活用に取り組んでいます。 

平成 27 年度からは交付金事業を実施

し、初期の 2 年間でチェーンソー・刈払機・

運搬車などの必要な機材を購入できたこ

とで効率的に作業を行えるようになりま

した。森林機能強化タイプで作業道を作設

し、里山林保全タイプで人工林や雑木林の

除間伐、竹林整備で侵入竹の除去や筍の採

れる竹林へと整備していくなど、無理なく

作業を行うように計画を立てています。 

炭焼き窯は元々あったものを地域の住

民と一緒に修復し、隣接地に交付金で炭焼

き出し小屋を整備しました。間伐した広葉

樹を炭焼き材として活用し、出来上がった

木炭をメンバーや地域住民の方、購入を希

望する地域外の方に販売して団体を維持

運営するための貴重な収入源としていま

す。 

最近は生活道や田畑の支障木、放置竹林 

 

の除去、民家、神社の裏山林の整備などさ

まざまな住民の要望を集約・協議して地域

全体の山林整備を行い、地域のコミュニテ

ィ作りや活性化を図っています。 

道路際の放置されていた竹林について、雑木や余分な

竹を除去して景観をよくしました。 

令和４年度森林・山村多面的機能発揮対策交付金のご案内 

募集期間 

事業期間 

支援の対象 

２次募集を行う場合は６月上旬にホームページで告知します。 

交付決定日から 2023年１月末まで 

・３人以上で構成する活動組織であること 

・森林経営計画の策定されていない 0.1ha以上の森林であること 

・３年間活動を行うこと 

支援できる内容 

【地域環境保全タイプ】里山林の景観を維持する活動や侵入竹の伐採・除去・荒廃竹林の整備活動 

【森林資源利用タイプ】薪炭材やしいたけ原木などとして利用するために広葉樹等を伐採・搬出する活動 

※この他に上記と組み合わせた作業道整備や鳥獣害防止策の設置、資機材の購入・設置に対する支援もあります。 

森と緑の会だより 2022 春号 7 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の募金にご協力ありがとうございました！ 
令和３年（令和３年１月１日～令和３年１２月３１日）募金額 

皆さまからの募金は、地域の緑化や県内各地の

森林整備等に役立てられています。 

毎年、一定額以上の寄付をいただいた方や募金活動に協力いただいた方に感謝状を贈呈しています。 

国土緑化推進機構理事長 感謝状 

・マックスバリュ西日本株式会社 

高知県森と緑の会理事長 感謝状 

・ダイドードリンコ株式会社 

・株式会社土佐山田ショッピングセンター 

・マルワ興業株式会社 

・株式会社サニーマート 

・株式会社四国銀行 

・株式会社ウイル 

・株式会社フジ・リテイリング 

マックスバリュ西日本株式会社様より有料レジ袋の収

益金 931,742 円を緑の募金としてご寄付いただき、10

月 19 日に高知県庁にて感謝状贈呈式を行いました。 

高知県知事 感謝状 

・株式会社よどや 

３/１から５/３１は春の緑の募金強化期間です。 

緑の募金にご協力をお願いします！ 

４/15（金）から 4/17（日）のみどりの週間行事にて、

第 50 回記念植樹を行い、体験イベント、街頭募金活動

などで多くの方に募金にご協力いただきました。 

● 緑の募金グッズ 

 「くろしおくん木製バッジ」が緑の募金グッ

ズとして新登場！！５００円以上の募金でご

希望の方にプレゼントします。 

● 緑の募金箱 

高知県内の量販店、ホームセンター、銀行、道の

駅、体験施設などに募金箱を常設しています。 

見かけたら募金のご協力をお願いします！ 

新たな募金箱

の設置につい

てもお願いし

ています。 
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